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金
滞
古
蹟
志
巻
五

の
下
に
あ
り
。
古
へ
尾
山
披
と
稿
す
る
時
、
庚
掛
寺
と
云
ふ
御
堂
坊

主
此
の
地
に
住
せ
し
頃
、
共
の
伯
仲
の
ち
ょ
ぽ
と
い
.
ふ
者
、
旦
暮
此
の

井
水
を
汲
み
し
ゅ
ゑ
、
共
の
名
遣
存
す
。
瑞
飽
公
の
代
と
成
り
て
も
、

猫
此
の
水
を
用
ひ
さ
せ
ら
る
と
云
ふ
。
景
周
按
宇
る
に
、
帯
鵡
君
も

と
は
芳
春
夫
人
の
侍
女
に
て
、
共
の
名
を
ち
ょ
ぼ
と
呼
べ
り
。
さ
れ

ぽ
樽
縮
君
後
に
東

J

丸
に
居
給
ふ
な
れ
ば
.
若
し
く
は
共
の
名
を
指

し
て
際
競
と
な
せ
る
か
と
。
平
次
按
宇
る
民
、
利
長
卿
の
時
ま
で
此

の
井
水
を
御
膳
水
と
稽
し
召
上
が
ら
れ
し
と
い
ふ
は
.
鶴
J

丸
に
居

舘
し
給
ふ
時
の
事
な
る
べ
し
。
ま
た
此
の
井
戸
の
名
を
簿
縞
院
殿
の
・

名
の
隠
稽
と
た
せ
る
か
と
富
田
氏
の
い
へ
る
も
の
、
必
宇
景
周
の
僻

案
に
し

τ取
る
に
足
ら
宇
。
棒
縞
院
殿
は
利
常
卿
の
生
母
に
て
、
東

J

丸
械
と
稀
し
け
る
を
、
共
の
鈴
を
井
戸
の
名
に
呼
ぶ
べ
き
よ
し
た
し
。

殊
に
此
の
井
は
寛
文
十
二
年
の
箕
浦
五
郎
左
衛
門
高
良
が
筆
記
に
‘

三
J

丸
の
井
を
ゐ
ち
ゃ
し
ょ
の
井
と
云
ふ
は
、
御
坊
の
茶
水
の
井
に

て
今
に
あ
り
と
。
是
卸
ち
今
一
式
ふ
烏
ち
ょ
ぼ
が
井
の
事
也
。
鶴

J

丸
は

三
，
丸
の
績
を
た
る
故
に
、
三
，
丸
の
井
と
も
い
へ
る
も
の
也
。
さ
れ

ば
訟
ち
ゃ
し
ょ
を
、
後
に
治
ち
ょ
ぼ
と
呼
び
挟
り
た
る
に
や
。
三
登

記
に
は
、
一
向
宗
末
寺
の
御
堂
坊
主
K
.
光
西
寺
居
住
の
時
、
ち
ゃ

司
品
、
J

，
R
w
d
t
S
L身
3
3
2
4直
崎
山
路
い
い
じ
ー
ー
し
仁
仁
ト
l
¥

召
上
が
ら
れ
用
に
危
り
た
り
し
と
聞
ゆ
。

丸

此
の
曲
輸
は
、
鶴

J

丸
の
下
曲
輸
に
て
、
石
川
門
と
河
北
門
と
の
問
を

郭
閉
と
す
。
有
樺
武
貞
の
金
津
細
見
回
譜
民
、
承
臆
・
明
暦
の
頃
ま
で

は
、
三
之
丸
河
北
・
石
川
雨
門
を
滞
り
た
く
貴
賎
老
少
男
女
共
に
往

来
せ
し
と
也
。
白
鳥
掘
へ
往
来
の
女
身
を
投
げ
し
よ
り
.
御
披
中
と

て
普
通
の
往
来
停
止
と
た
り
た
る
と
云
ふ
。
と
見
h
‘
三
州
志
来
図

概
覧
附
録
に
云
ふ
。
三

J

丸
は
天
正
の
初
め
、
賊
魁
三
林
善
四
郎
居

す
。
我
が
世
と
た
り
て
は
、
三
，
丸
の
中
、
承
服
・
明
躍
の
頃
ま
で
は
、

貧
賎
男
女
を
捧
ぽ
宇
往
来
す
。
後
に
白
鳥
藍
へ
婦
人
投
身
溺
死
せ
し

よ
り
、
石
川
・
河
北
二
門
の
内
、
妄
り
に
諸
人
の
往
来
を
禁
十
。
頭
註

に
云
ふ
。
慶
長
六
年
微
妙
公
金
城
に
て
、
尼
子
牟
左
衛
門
を
手
討
に

し
給
ひ
け
る
旨
趣
は
、
子
小
姓
部
屋
に
て
尼
子
並
に
河
合
内
匠
酒
宴

を
な
し
、
三
線
ひ
き
け
る
を
ば
、
歩
横
目
言
上
せ
る
ゆ
ゑ
と
な
り
。

是
等
も
今
を
以

τ見
れ
ば
、
事
か
る
き
事
に
あ
ら
宇
や
。
と
あ
り
。
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丸
諸
士
居
第
跡

三
蜜
記
に
一
宮
ふ
。
文
総
元
年
世
子
利
長
卿
へ
被
ロ
仰
合
一
金
棒
披
の
石

垣
を
築
か
せ
ら
れ
‘
此
時
二
三

J

丸
・
西

J

丸
・
北

J

丸
ま
で
人
持
衆
の

金
滞
古
蹴
志
巻
五

..... 
J、

/
¥
と
一
式
ふ
女
あ
り
。
朝
夕
汲
み
た
る
井
な
る
に
よ
り
、
ち
ゃ
/
¥

が
井
と
名
付
け
、
利
長
卿
の
時
分
ま
で
用
ひ
た
り
し
と
い
へ
り
。
按

や
る
に
、
光
商
寺
は
卸
ち
庚
満
寺
が
事
也
。

。
御
膳
水
番
所
跡

宜

チ

ポ

金
城
深
秘
録
に
云
ふ
。
御
筑
母
の
井
は
、
蒋
繭
院
殿
東

J

丸
に
御
座
あ

り
し
頃
‘
御
膳
水
た
り
故
K
.
共
頃
は
井
の
脇
に
、
歩
士
番
所
あ
り

し
が
、
詩
稿
院
殿
逝
去
の
後
明
番
所
と
成
り
た
り
。
依
り
て
御
歩
番

所
と
も
或
は
明
帯
所
下
石
垣
な
ど
L
、
中
古
の
書
き
物
陀
記
載
す
。

と
い
へ
り
。
平
次
按
や
る
に
、
園
初
以
来
城
中
に
あ
る
井
戸
、
皆
水

位
よ
か
ら
ざ
り
け
ん
。
金
揮
官
腰
口
庚
岡
に
、
御
茶

J

水
と
稀
す
る
井

戸
あ
り
。
前
回
創
業
記
に
、
天
正
十
二
年
末
森
後
援
の
時
.
利
家
卿

歩
卒
を
召
さ
れ
‘
汝
等
汲
-
疎
開
名
水
吋
入
v
箪
溜
m.
可
v
飲
a
械
兵
-
乎
.
揚
v

鞭
。
と
見

b
τ
.
藩
組
以
来
の
御
膳
水
た
り
と
い
ひ
停
へ
た
り
。
井

戸
の
傍
に
、
御
茶
水
番
人
の
家
と
て
、
二
戸
今
に
あ
り
。
改
作
所
奮
記

に
載
せ
た
る
元
総
七
年
正
月
の
書
翰
に
、
臭
御
護
所
水
汲
小
者
、
御

門
往
来
の
焼
印
札
を
取
落
し
け
る
に
よ
り
‘
御
膳
水
井
の
貸
間
近
漣

を
穿
盤
の
事
を
載
せ
た
り
。
然
れ
ば
庚
岡
の
井
戸
は
.
園
初
よ
り
元

総
年
閉
ま
で
百
飴
年
.
藩
主
五
世
綱
紀
卿
の
時
代
ま
で
も
‘
謄
水
の
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